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1 . 部品内容

※本製品は200系ハイエース スーパーGL標準専用です。他のグレードやワイドボディ・ミドルルーフ、ハイルーフ車に
は取り付けできません。適合車種は左記を確認してください。
※本製品の取り付けには車両に穴あけ加工が必要です。ご了承の上取り付け作業を行なってください。
※本製品の取り付けには、専門知識が必要です。無理な取り付けは避け、カーディーラーまたはカー用品専門店等へ
依頼してください。その際の工賃・その他費用請求はお受けできません。万一、本製品の不具合発生等で取り付け・
取りはずし等が必要になった場合も同様です。自分で作業を行なう場合は自己責任で行なってください。
※必ず安全な場所に停車して作業を行なってください。
※取り付け前に全ての部品が揃っているか確認してから取付作業を行なってください。

2 . 取付概要

ベースバー取付説明書
200系 ハイエース スーパーGL標準専用

この取付説明書は、オプションパーツを装着するために必要なベースバーの取付説明書になります。オプションパーツの組み立ての前に必ずこちらの取付説明書
を読み、ベースバーを取り付けた後に、同梱のオプションパーツの取扱説明書を参照して取付作業を進めてください。

200系ハイエース スーパーGL
標準 2004.8～

適合車種 年 式

※2019年12月現在

ブラケット ブラケットカバーベースバーL1020

2個

2個 6本2個

2個

ステー ジョイントパーツ セムス小ネジ（M6×15）

8本3個3本

セムス小ネジ（M5×20） セムス小ネジ（M5×15）ターンナット 型紙（サイドパネル用：ルーフライニング用）

ジョイントパーツEブラケットカバーC

ブラケットB

ベースバーL1020A  

※6本使わない場合
　があります。

※3本使わない場合があります。 ※3個使わない場合があります。

ステーD

ジョイントパーツE ブラケットカバーC

ブラケットB
ステーD

この度は、本製品をお買い上げいただきましてありがとうございます。製品の仕様につきましては、十分に気を付けておりますが、誤った使い方をしますと本来の性能を十分
に発揮できなかったり、事故やケガの原因となる可能性があります。ご使用の前に取付説明書をよくお読みの上、正しくお使いください。お読みになった後は、いつでも見る
ことのできるように、大切に保管してください。
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※傷付き防止のため、要所を養生テープで保護してください。
※取りはずした内装部品は紛失しないように注意してください。

4 . 取付方法

3 . 必要工具 別途ご用意ください。

・プラスドライバー ・マイナスドライバー（クリップはずし） ・マスキングテープ ・養生テープ・ボックスレンチ（14mm）
・ポンチ（ハンマー） ・電動ドリル（φ9.2mm） ・カッター ・保護メガネ ・保護手袋等

※必要な道具の使用方法や注意事項を必ず確認して使用してください。

注  意
・ネジ穴や車両側が破損する場合がありますので電動ドライバーを使用してのネジ締めはしないでください。

1 ルーフライニング（天井内装）を取りはずします。
（前後2分割になっていますので、後ろ側のみはずします。）

①図を参照して、各内装部品を番号順に取
りはずします。

※傷付き防止のため、要所を養生テープで保護してください。

②図を参照して、ルーフライニングを番号
順に取りはずします。

リアルームランプ付車の場合は、下図
を参照して順番に取りはずします。

❸シートベルト ❹Bピラーカバー

❻リアルームランプレンズ

❽リアルーム
　 ランプカバー

❼ねじ2箇所

❹Bピラーカバー

❺ Cピラーカバー ❷ねじ2箇所

2ルーフライニング

❶サイドパネル
※浮かせます。

1ファスナー12箇所

❺Cピラーカバー❶サイドパネル
※浮かせます。

❾コネクター
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＜左側サイドパネル用型紙＞

＜右側サイドパネル用型紙＞

※傷付き防止のため、要所を養生テープで保護してください。
※電動ドリルを使用する際は、保護メガネ（ゴーグルなど）・保護手袋（軍手など）を着用し、刃物の取り扱いに注意してください。
※Φ9.2mm以上の穴をあけるとターンナットHがボディーの内側に脱落する恐れがあります。
※ドリルで下穴をあける際は、奥の鉄板（ボディー）まで傷付けない様に注意してください。

①左側サイドパネル用型紙Jを切り取り、左側サイドパネルの図の位置に合わせてマスキングテープなどで貼り付けます。ポンチなど
でマーキングをしてΦ9.2mmの穴あけ加工をし、サイドパネル溶接部の端を型紙にマーキングします。

   （右側サイドパネルは、左側サイドパネルでマーキングした位置と同じ位置に合わせて型紙を貼り付けます〈既存の穴がない場合のみ〉）

※傷付き防止のため、要所を養生テープで保護してください。
※電動ドリルを使用する際は、保護メガネ（ゴーグルなど）・保護手袋（軍手など）を着用し、刃物の取り扱いに注意してください。
※Φ9.2mm以上の穴をあけるとターンナットHがボディーの内側に脱落する恐れがあります。
※ドリルで下穴をあける際は、奥の鉄板（ボディ）まで傷付けない様に注意してください。

②右側サイドパネル用型紙Jを切り取り、右側サイドパネルに穴がある場合は穴に合わせて型紙を貼り付けます。穴がない場合は、上
記左側サイドパネル用型紙Jにマーキングした位置と同じ位置を溶接部の端に合わせます。ポンチなどでマーキングをしてΦ
9.2mmの穴あけ加工します。

2 車両サイドパネルに穴あけ加工します。

（例）右から2本目を
マーキングします。

サイドパネル溶接部の端

サイドパネル溶接部の端

既存の穴に型紙を
合わせます。

Φ9.2mmの穴をあけます。

マスキングテープなど

サイドパネルの折れに合わせます。

サイドパネルの折れに合わせます。

（例）上記左側サイドパネル用型紙と
同じ位置にマーキングします。

既存の穴がある場合は穴に合わせます。
穴がない場合はマーキングした位置を
溶接部の端に合わせます。

Φ9.2mmの穴を
あけます。

穴がない場合はΦ9.2mmの
穴をあけます。

マスキングテープなど

車両
前側

＜車両後方左上部＞ ※左側サイドパネルは1箇所の穴開けが加工が必要です。

＜車両後方右上部＞　※右側サイドパネルは既存の穴のある場合（穴開け加工1箇所必要）と、ない場合（穴開け加工2箇所必要）があります。

車両
前側

車両ハーネスがある場合は、下図を
参照して取りはずします。

穴あけ加工位置
（車両後方右上部）

穴あけ加工位置
（車両後方左上部）

車両ハーネスの固定クリップを取りはずし、
マスキングテープで固定します。

＜車両後方右上部＞

型紙(左側サイドパネル用)J

型紙(右側サイドパネル用)J

年式等によっては穴が開いてる車種もあります。
左側サイドパネル

右側
サイドパネル
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＜右側ルーフライニング用型紙＞

既存のファスナー用の穴に型紙を
合わせ、ファスナーで固定します。

※ターンナットをボディーの内側に落とさないよう注意してくだ
さい。
※既存の穴がある場合はセムス小ネジGが、ない場合はセムス
小ネジFが1つ余ります。

※ターンナットを下穴に挿入した後にス
テーをあてがい、セムス小ネジを指で挿
し込みます。セムス小ネジを軽く押すと
ナット部が回転します。

※ドライバーでセムス小ネジを押しながら
1～2回逆回転させ（左回し）、そのまま
2～3回正転（右回し）させてセムス小
ネジを軽くねじ込みます。

※セムス小ネジがかみ合ったら、続けて締
め付けます。

①ステーDをターンナットHまたは既存の
穴に固定します。（反対側も同じ）

ターンナットH

加工した穴
または既存の穴
（ターンナットH）

ステーDをターンナットHに固定します。

セムス小ネジG

ステーD

ステーD

※ターンナットをボディーの内側に落とさないよう注意してくだ
さい。
※既存の穴がある場合はターンナットが1つ余ります。

①2で加工した穴にターンナットH（2箇
所、既存の穴がある場合は1箇所）を取り
付けます。（反対側も同じ）車両前側

ターンナットHを2で加工したサイドパネルの穴に取り付けます。

ターンナットH

加工した穴

加工した穴
※既存の穴がある場合は
　ターンナットHは取り付けません。

※傷付き防止のため、要所を養生テープで保護してください。

①「1ルーフライニングを取りはずします」
を参照し、車両にルーフライニングを取
り付けます。右側ルーフライニング用型
紙Jを切り取り車両後方右側上部にマ
スキングテープなどで貼り付けます。

※型紙の切り取りに合わせてルーフライニングを切り取り加工してください。
※傷付き防止の為、要所を養生テープで保護してください。
※保護手袋（軍手など）を着用し、刃物の取り扱いに注意してください。

②ルーフライニング右側上部を型紙に合わせて切り取り加工します。（反対側も同じ）

5 ルーフライニングに穴あけ加工します。

型紙(右側ルーフライニング用)J

ルーフライニングの端に
合わせます。 ルーフライニングの端に

合わせます。

型紙(右側ルーフライニング用)J

ファスナー1箇所

切り取ります。 切り取ります。

車両
前側

マスキングテープなど

サイドパネル

下穴
ターン
ナットH

ナット部
セムス
小ネジG

押す

1） セムス小ネジGを軽く
　  押します。

2） セムス小ネジGを一旦
　  逆転し、正転します。

3） セムス小ネジGを締め
　  付けて固定します。

ターンナットHを下記の手順でサイドパネルに取り付けます。

既存の穴がある場合は
セムス小ネジF

3

4

ステーD

3 7～ の工程は右側の説明をしています。反対側も同様に作業してください。
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ジョイントパーツEをブラケットBに固定します。7

ジョイントパーツ下

ツメ

ジョイントパーツE

セムス小ネジI

②ジョイントパーツ上に化粧ネジを
挿し込みます。

③ジョイントパーツ上の3箇所のナット部と
ブラケットBの3箇所の長穴を合わせて
セムス小ネジIを挿し込み、プラスドライ
バーで仮固定します。（反対側も同じ）

※後の工程で位置調節しますので、セムス小ネジが落ちない程
度までにしてください。

①ジョイントパーツEから化粧ネジをはずして
パーツを別々にします。

※ジョイントパーツグリップはツメを押し込むと取りはずすことができます。

ジョイント
パーツグリップ

ツメ

ツメ

ジョイントパーツ上

長穴 （3箇所）

ブラケット■B
ジョイントパーツ上

ジョイントパーツ上

ナット部 （3箇所）

化粧ネジ

化粧ネジ

化粧ネジ

※傷付き防止の為、要所を養生テープで保護してください。
※後の工程で位置調節しますので、セムス小ネジが落ちない程
度までにしてください。

①セムス小ネジFを使用し、ブラケットB
をステーDに仮固定します。（反対側も
同じ）

ブラケットBを取り付けます。6

セムス小ネジF

ステーDブラケットB

ベースバーL1020Aの両端にジョイントパーツグリップを固定します。8

※ブラケットに取り付けの際、ツメ側が上側（天井側）になります。
※ベースバー L1020のシール側にツメ側を合わせます。

①ツメの向きを両端とも合わせ、ジョイン
トパーツグリップをベースバーL1020
Aにかぶせます。 

②セムス小ネジIを挿し込みプラスドラ
イバーで最後までしっかりと締めて固
定します。

③両端とも固定し、ツメの向きが合ってい
るか再度確認してください。

ジョイントパーツ
グリップ

ベースバーL1020A

ツメ

ツメ

シール セムス小ネジI

ジョイントパーツ
グリップ

ツメ

ツメ
上側（天井側）

下側（フロア側）

5



ブラケットカバーCをブラケットBにかぶせます。10

ブラケットB

①ブラケットカバーCのツメ（5箇所）を指
で押し、パチッとブラケットにはめ込み
ます。

※ツメが掛かる場所をしっかりと押し込んでください。

②ジョイントパーツ下を化粧ネジと化粧ネ
ジ穴位置・四角穴と凸部の位置を合わ
せ、下からはめ込みます。

③化粧ネジを締めて固定します。

ツメ（5箇所） ジョイントパーツ下

ジョイント
パーツグリップ

化粧ネジ穴

化粧ネジ

四角穴

凸部

化粧ネジ

締める

ブラケットカバーC

8で組み付けたベースバーを6～7で組み付けたブラケットBに取り付けます。9

・手や指を挟まないように注意してください。
注  意

①左右のジョイントパーツ上のジョイント
穴にベースバー両端のジョイントパーツ
グリップ（向きに注意します。【取付方法
8-③参照】）のツメを合わせてカチッと
ロックが掛かるまではめ込みます。

※ブラケットの長穴に対するセムス小ネジの位置を左右で均等に
　すると目安になります。

③左右のブラケットBに対してベースバー
の位置が中心にくるように調節し、仮固
定していたセムス小ネジl（3箇所）を
プラスドライバーで最後までしっかりと
締めて固定します。

②左側のブラケットBに仮固定していたセ
ムス小ネジF（2箇所）を長穴の中心にく
るように調節し、プラスドライバーで最
後までしっかりと締めて固定します。左
側のベースバーからルーフライニング
までの距離を定規で測り、同じ高さにな
るように右のブラケットBを調節し、仮固
定していたセムス小ネジF（2箇所）をプ
ラスドライバーで最後までしっかりと締
めて固定します。

右側と左側の幅を
同じにします。

右側と左側の幅を
同じにします。

ベースバー

ベースバー

ベースバー

ルーフライニング 左右のブラケットに対してベースバーが中心にきている

左右のベースバーの天井までの距離を同じにする

狭い広い

左右のブラケットに対してベースバーが中心ではない

セムス小ネジI（3箇所）

セムス小ネジI
（3箇所）

ブラケットB

右側ブラケットB

左側のブラケットB 

左側のブラケットB 長穴

ベースバー

ジョイントパーツ上

ツメ

ジョイント穴

ジョイントパーツグリップ

同じ
同じ高さ 同じ高さ

同じ

1で取りはずした各内装部品を元通りに復元します。

※ジョイントパーツ下はジョイントパーツグリップの落下防止に
なっていますので、必ず取り付けてください。
※ジョイントパーツ下を取り付けない状態で走行しないでください。

＜左側＞ ＜右側＞

左側 右側

セムス小ネジF
（2箇所）

セムス小ネジF（2箇所）

6



ベースバーやオプションーパーツの
取り付けをしない時は、必ずジョイント
パーツ下を取り付けてください。 ジョイントパーツ下 ジョイントパーツ下

注  意

・手や指を挟まないように注意してください。
・ベースバーを落とさないようにしっかりと手で持ちながら、取り付けてください。

注  意
取付方法

②ジョイントパーツ下を化粧ネジと化粧ネジ穴位置・四角穴と凸部の位置を合わせ、下か
らはめ込みます。化粧ネジを締めて固定します。（反対側も同じ）

①ジョイントパーツ下がはずれている状態
で、ベースバーを持ち上げ、左右のジョ
イントパーツ上のジョイント穴にベース
バー両端のジョイントパーツグリップの
ツメを合わせてカチッとロックが掛かる
まではめ込みます。

ジョイントパーツ上

ツメ

ジョイント穴

ジョイントパーツグリップ 化粧ネジ穴

化粧ネジ

四角穴

凸部

取付完了

ジョイントパーツ下

化粧ネジ

締める締める

※ベースバーを取りはずした後、①で取りはずしたジョイントパーツ下を元に戻してください。

5 . ベースバー脱着方法

・手や指を挟まないように注意してください。
・ベースバーを落とさないようにしっかりと手で持ちながら、取りはずしてください。

注  意

①化粧ネジをゆるめ、ジョイントパーツ下
を取りはずします。（反対側も同じ）

②ベースバー両端のジョイントパーツグリップのツメを押してロックを解除し、ベースバー
を取りはずします。

取りはずし方法

ベースバー取りはずしイメージ
図のように両手でべースバーを支えて、ツメを押し
ながら取りはずすと簡単に取りはずせます。

ベースバー取付イメージ
図のように両手でべースバーを持ち上げ、ジョイント
パーツ上を押さえながらツメをはめると、簡単に取り
付けできます。

ベースバー

ジョイントパーツ下

化粧ネジ（2箇所）

ゆるめる

ここでは右側の説明をしています。 反対側も同様に作業してください。

ツメ

ツメ

ジョイントパーツグリップ

押すとロック解除

左右同時に取り付ける

左右同時に取りはずす

7



注　意 ご使用前に必ずお読みください。

・走行前に必ず、各固定箇所のゆるみがないか等、ベースバーがしっかりと取り付けられていることを確認してください。
・走行中、安全のため絶対に本製品の脱着等はしないでください。

・用途以外の目的で使用しないでください。
・本製品は金属を使用していますので、炎天下の車内の熱等により、金属部分が熱くなる場合があります。
・ベースバーにぶら下がったり、無理な力を加えたり、強い衝撃を与えないでください。
・振動により、ベースバーの固定がゆるむ場合があります。乗車の度にしっかりと固定されているか確認してください。
・本製品はルーフライニングに直接固定する商品です。取りはずした後に車両側に変形・損傷・取付跡が残る場合があります。
・走行中異常があった場合はただちに使用を中止してください。
・本製品には鋭利な部分がありますので、取り扱いには十分注意してください。
・使用状況や経年変化等により本製品に変色・変形・劣化等が発生する場合があります。

警　告 ご使用前に必ずお読みください。

ベースバー取付完了イメージ ※走行する度に、ネジのゆるみがないか確認してください。ゆるんでいる場合は増し締めしてください。　

・本製品が汚れた場合は、水を含ませて固く絞った布で拭いてください。

6. お手入れ方法

・ベンジン・シンナー・アルコール・塩素系の溶剤類を使用してのお手入れはおやめください。
注  意

U-0131
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※本製品の取り扱いには、専門知識が必要です。無理な取り扱いは避け、カーディーラーまたはカー用品専門店等へ依頼してください。その際の工賃・その他費用請求は
お受けできません。万一、本製品の不具合発生等で取り付け・取りはずし等が必要になった場合も同様です。自分で作業を行なう場合は自己責任で行なってください。

※必ず安全な場所に停車して作業を行なってください。
※取り付け前に全ての部品が揃っているか確認してから取付作業を行なってください。

スマートロッドホルダー 5本用
取扱説明書

1 . 部品内容

リアホルダー フロントホルダー フロントレール

サイドレール

フロントクッション小 リアクッション大 サイズ調節用リアクッション大 

ブラケットカバーブラケット

タッピングネジ（M4×8） レール用ナット レール用小ネジ（M5×10）

5個

2本

4個 4個 4個

4本 8個 8本

2個 2個

5個

1

※本製品の取り付けには2個必要です。残りの2個は予備になります。 ※必要に応じて適宜使用します。※本製品の取り付けには2個必要です。残りの2個は予備になります。

この取扱説明書は、ロッドホルダーの取扱説明書になります。ベースバーの組付方法は同梱のベースバー取付説明書を読み、必ずベースバーを装着
した後に取付作業を進めてください。

この度は、　　　　　シリーズ「スマートロッドホルダー5本用」をお買い上げいただきましてありがとうございます。製品の仕様につきましては、十分に気を付けております
が、誤った使い方をしますと本来の性能を十分に発揮できなかったり、事故やケガの原因となる可能性があります。ご使用の前に取扱説明書をよくお読みの上、正しくお使
いください。お読みになった後は、いつでも見ることのできるように、大切に保管してください。

200系 ハイエース スーパーGL標準専用U-HA1F
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4 . ロッドホルダーベース組立方法

3 . 必要工具

・プラスドライバー ・マイナスドライバー（クリップはずし） ・養生テープ ・保護メガネ ・保護手袋等
※必要な道具の使用方法や注意事項を必ず確認して使用してください。

別途ご用意ください。

注  意
・ネジ穴や車両側が破損する場合がありますので電動ドライバーを使用してのネジ締めはしないでください。

1 フロントレールCとサイドレールDの天井当て部にクッションを貼り付けます。

①フロントレールCとサイドレールDの天
井当て部にクッションを貼り付けます。

②フロントレールCの左右の天井当て部
の形状に合わせて、フロントクッション
小Gを貼り付けます。（2箇所）

③2本のサイドレールDの天井当て部の
形状に合わせて、リアクッション大Hを
貼り付けます。（2箇所）

フロントレールCフロントレールC

フロントレールCフロントレールC

天井当て部

天井当て部

天井当て部

天井当て部

2 . 取付概要

サイドレールD
（2本）
サイドレールD
（2本）

天井当て部

・クッション貼付面の汚れ・ゴミ・油・保護剤等をきれいに拭き取ってから貼り付けてください。
・クッションの粘着面に手を触れたり、ホコリ等を付けたりしないよう注意してください。
・クッションの貼り直しはおやめください。
・クッションの粘着力は貼り付け後、約24時間で安定します。それまでは本製品に強い力を加えたり、使用したりしないでくだ
さい。

フロント
クッション小G
フロント
クッション小G リアクッション大Hリアクッション大H

注  意

※車両へ取り付けた際に天井当てが弱く、ガタつく場合は、サイ
ズ調節用リアクッション大■I をリアクッション大■Hに合わせて
貼り付けてください。 5.車両側ジョイントパーツへのロッドホ
ルダーベース取付方法② 参照。

ベースバー側ブラケット・ジョイントパーツ
（取付方法は別紙ベースバー取付説明書参照）

リアクッション大H

リアホルダーA×5

フロントクッション小G

フロントホルダーB×5

フロントレールCサイドレールD

サイドレールD

サイドレールD

ブラケットE/
ブラケットカバーF

ブラケットE/
ブラケットカバーF

ベースバー側ブラケット・ジョイントパーツ
（取付方法は別紙ベースバー取付説明書参照）

リアクッション大H

フロントクッション小G
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2 フロントレールCとサイドレールDを組み付け、レールフレームを完成させます。

①フロントレールCの結合部をサイドレー
ルDに挿し込みます。(反対側も同じ）

②①で連結させたフロントレールCの結
合部とサイドレールDの2箇所のネジ穴
にタッピングネジJを挿し込み、プラス
ドライバーでしっかりと締めて固定しま
す。（反対側も同じ）

③左側2箇所、右側2箇所のタッピングネ
ジJがしっかりと固定されているか確認
し、レールフレームの完成です。

※結合部のネジ穴2箇所とサイドレールのネジ穴2箇所の位置
が重なるようにしっかりと奥まで挿し込んでください。

3 ベースバーをジョイントパーツから取りはずし、レールフレームをベースバーに取り付け
ベースフレームを完成させます。

①ベースバーの片側のジョイントパーツグ
リップのセムス小ネジをプラスドライ
バーで取りはずします。

③レール用ナット■K（8個）を入れたら、ジョ
イントパーツグリップを再度ベースバー
に挿し込んでください。

②ベースバーの2箇所のレールにレール
用ナット■K（8個）を1レールにつき、4個
ずつ入れます。

※レール用ナットを入れるレールは必ず車両の天井側にくる方
（ジョイントパーツグリップのツメがある方）に入れてください。
※レール用ナットには向きがあります。

※後でジョイントパーツグリップをはずしますので、ネジは留めな
いでください。

④レールフレームをベースバーの上にのせます。その
際、レールフレーム（サイドレール）のポジションシール
の端をベースバーの端面に合わせ、ベースバーに対し
てレールフレーム（サイドレール）が中心にくる事、
レールフレーム（サイドレール）とベースバーが直角に
交差する事を確認してください。（※1）（※2）

⑤左右のレールフレーム（サイドレール）の両側にレー
ル用ナットKを4個ずつ移動させます。（※2）

レールフレーム

ベースバー

ポジションシールポジションシール

ポジションシールの端

レールフレーム
（サイドレール）

ベースバーの端面
真上から見て、左右のポジション
シールの端をベースバーの端面と
合わせた位置にする。

真上から見てレールフレーム
（サイドレール）とベースバーが
直角に交わるようにする。 左右のジョイントパーツグリップの端からの間隔が同じになるように、

レールフレーム（サイドレール）をベースバーに対して中心に置く。
レール用ナットをレールフレーム（サイドレール）の両側に移動する。90°

ジョイントパーツ
グリップ

間隔を揃える

レール用ナットKレール用ナットK

天井側
ツメが上側

天井側
ツメが上側

天井側
ツメが上側

（※1）

（※2）

レール用ナットK（8個）レール用ナットK（8個）

レールフレーム
（サイドレール）

（別紙ベースバー取付説明書【5.ベースバー脱着方法】参照）

・取りはずしたセムス小ネジは、なくさないように注意
してください。

注  意

サイドレールDサイドレールD

フロントレールCフロントレールC

サイドレールDサイドレールD

フロントレールCフロントレールC

結合部

左右とも挿し込む

ネジ穴

タッピングネジJタッピングネジJ

レールフレーム完成

タッピングネジJタッピングネジJ

P
O
S
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N

POSITION

POSITION

P
O
S
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N

P
O
S
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POSITION

ベースバー

ジョイントパーツ
グリップ

ジョイントパーツ
グリップ

ベースバー

ツメ
セムス小ネジ

レール用ナット■K（4個ずつ）

レール
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3 の続き

⑥位置を決めたレールフレーム（サイドレール）にブラケットEをかぶせ、ネジ穴（4箇所）
が合うようにレール用ナットKの位置を合わせます。（反対側も同じ）
ブラケットEとネジ穴を合わせたレール用ナットK（4箇所）をレール用小ネジLで
レールフレームが動く程度にプラスドライバーを使い、ゆるく締めて仮固定します。（反
対側も同じ）

⑦ポジションシールの端がブラケットEの
端に合うようにレールフレームの位置を
調整します。位置を合わせたらレール用
小ネジL（4箇所）をしっかりと締めて固
定します。（反対側も同じ）

⑩ベースフレームの完成です。

※ツメがしっかりと掛かっているか確認してください。
※ブラケットカバーをはずす際は、マイナスドライバー等をツメのすき間に挿し込み、
はずしてください。

※リアホルダーには向きがあります。必ずリア側にホルダー部が
くる向きで取り付けてください。

※ツメの向きが上側（天井側）になるように固定してください。

ベースフレーム完成

4 リアホルダーAをベースバー（ベースフレーム）のレールに取り付けます。

①リアホルダーAのポジションレバーを
上に上げて、ベースバーのレール内を
移動できるようにします。

④5個のリアホルダーAをベースバーのレール上に取り付けてください。

②4.ロッドホルダーベース組立方法3-③
の工程でネジ留めしていない側のジョ
イントパーツグリップをベースバー
（ベースフレーム）から取りはずします。

③5個のリアホルダーAの凸部をベース
バーのレールに沿わせて、挿し込んで
いきます。

⑤ベースバー（ベースフレーム）にジョイン
トパーツグリップをはめ込み、セムス小
ネジをプラスドライバーで締めて、しっ
かりと固定します。

上げる ： レール内位置移動可能　 下げる ： 位置固定

⑧ブラケットカバーFをブラケットEにパチンとツメ
（4箇所）が掛かるまでかぶせます。（反対側も同じ）

ポジションレバー

フロント側

リア側

ブラケットE

ブラケットE

レール用小ネジL（4本）

レール用ナットK

レールフレーム
（サイドレール）

ネジ穴
ネジ穴（4箇所）

＜上から見た図＞

レール用ナットK
（4箇所）

ブラケットE

P
O
S
IT
IO
N

ブラケットEの端 ポジションシール
の端

レール用小ネジL（4本）

ブラケットカバーF

ブラケットE

ツメ（4箇所）

ポジションレバー

上げる

下げる

リアホルダーA

ベースバー
（ベースフレーム）

ジョイントパーツ
グリップ リアホルダーA

凸部

レール

レールに沿わせて
入れていく

フロント側

リア側

ホルダー部がリア側
ホルダー部

ベースバー
(ベースフレーム）

フロント側

リア側リアホルダーA

セムス小ネジ
ジョイントパーツ
グリップ

ベースバー (ベースフレーム）

ツメ

PO
SIT

ION

POSITION POSITION
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5

①リアホルダーAを取り付けたベースフ
レームを裏返しにし、フロントレールに
フロントホルダーBを取り付けます。

②ベースフレームを裏返した状態でフロントホルダーBの凸部を写真のようにフロント
レールに挿し込み、時計回りに90°回転させると、位置が決まり固定されます。

ロッドホルダーベース完成

フロントホルダー■Bをフロントレール（ベースフレーム）に取り付けます。

6

③5個のフロントホルダーBどうしの間隔がそれぞれ均等になるようにフロントレール上に取り付けてください。位置をずらす際は、フ
ロントホルダーBを②と反対の方向（反時計回り）に90°回転させてはずし、好みの位置に再度取り付けてください。

・フロントホルダーの取り付けには向きがあります。反対側に回してしまうと破損するおそれがありますので、必ず取付向きと回
転方向を確認して取り付けてください。
・フロントホルダーの脱着の際、必ず軸部を持って回してください。注  意

・フロントホルダーの取り付け・取りはずしには向きがあります。反対側に回してしまうと破損するおそれがありますので、回転方向を確認してください。

注  意

5個のリアホルダーAどうしの間隔がそれぞれ均
等になるように位置調節をし、ポジションレバーを
下ろして位置を固定してください。
ロッドホルダーベースの完成です。

ポジションレバーを上げてロックを解除すると、レール
内を移動させることができます。固定する際は、ポジ
ションレバーを下ろしてロックしてください。

フロントレール（ベースフレーム）

ベースフレームを裏返しにする

裏返しにした状態

ネジ穴部

凸部
フロントホルダーB

フロントホルダーB

フロントホルダーB

フロント側を上向きにした状態で
ネジ穴部が左側の向きで挿し込む

❷時計回り
　に回す

❶挿し込む

ネジ穴部

軸部

凸部

フロントレール
（ベースフレーム）

▲フロント側 ▲フロント側

▲

リア側

▲

リア側

ネジ穴部

軸部

▲フロント側

▲

リア側

固定後はネジ穴部が
フロント側になる

反時計回りに回す

取りはずす場合

位置が均等になるように調節する
フロントレール
（ベースフレーム）

位置が均等になるように調節する

リアホルダーA

ポジションレバー

解除
（上げる）

ロック
（下げる）
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ロッドホルダーベースを車両へ取り付けます。

①ベースバーの取り付けと同じようにロッドホルダーベースを車両側
のジョイントパーツに取り付けます。

②ロッドホルダーの取付完了です。

※ロッドホルダーベースを取り付ける際、リア側の天井当て部にテンションがかかるた
め、きつめになっています。上記のようにジョイントパーツ上を上から押さえながら行
なうと、取り付けが簡単になります。

※ティップ側はフロントホルダーに置いた側と同じ側でホールドしてください。（ロッドが交差しな
いようにしてください。）
※ティップ側を向かって右側にホールドする際は、ロッドの太さによっては、ホールドできない場
合があります。しっかりとホールドできる位置でホールドしてください。

・ティップ側は破損しやすいので、取り扱いには注意してください。
・ロッドを収納する際に、ロッドに傷が付くおそれがありますので注意してください。

注  意

・ロッドホルダーベースを落とさないように注意してください。
・手や指を挟まないように注意してください。

・フロント側の天井当てが弱く、ロッドホルダーベースがガタつく場合はサイズ調節用
リアクッション大■I をリアクッション大■Hに合わせて貼り付けてガタつかないように調
節してください。4.ロッドホルダーベース組立方法□1 -③ 参照。

注  意

注  意

ホルダーへのロッド積載位置

上記のような積載位置がフロントホルダー側のロッドの標準
位置です。

上記のような積載位置がリアホルダー側のロッドの標準位置
です。

ロッドホルダーベース取付完了

フロント側天井当て

（別紙ベースバー取扱説明書【5.ベースバー脱着方法】参照）

ロッド積載可能直径
ティップ側：7mm バット側：14mmまで

フロントホルダー ロッド積載可能直径
ティップ側：14mm グリップ側：32mmまで

リアホルダー

※ロッドホルダーベース取り付けに
より、ジョイントパーツが若干変
形するため、ジョイントパーツ下
をはめ込む際、うまく入らない場
合があります。その場合はロッド
ホルダーベースのベースバー部
分を天井方向に軽く押し上げな
がらはめ込むと、はめ込みが簡単
になります。

6 . フロントホルダー・リアホルダーの積載位置・使用方法

5 . 車両側ジョイントパーツへのロッドホルダーベース取付方法

天井当てがゆるくガタつく場合はサイズ調節用リア
クッション大Iをリアクッション大Hに貼ってください。

ロッドホルダーベース

ジョイントパーツ ジョイントパーツ

ジョイントパーツグリップ

ベースバー部分を
軽く上に押し上げる

ジョイントパーツ上

リア側天井当て部

上から指で押さえ
ながら取り付ける

バット側

ティップ側 ティップ側

グリップ側
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・ホルダー部を開く際は、必ずオープンボタンを押して開いてください。オープン
ボタンを押さずに無理な力でホルダー部を開くと破損・故障します。

注  意

・ロッドをホールドする際、必ずリアホルダーのホールド部より前にリールがくるように置い
てください。

注  意

注  意

①リアホルダーのオープンボタンを押し、ホルダー部を開き
ます。

ロッドをフロント側→リア側の順番で積載します。

②ロッドを持ちティップ側をフロントホルダーに入れ、ロッド
のグリップをリアホルダーの下部クッションに置きます。

オープンボタン

リアホルダー

ホールド部

下部クッション

リアホルダー

フロント
ホルダー

ロッドベルト

ロッドベルト

リール ティップ側

グリップ

ホルダー部

③リアホルダーのホルダー部をロッドの径に合わせて閉じます。 ④リールどうしが接触する場合は、リールを前後に互い違いに積
載してください。

リアホルダーの使用方法

①オープンボタンを押すとホルダー部がオープン時の場所
まで自動で開きます。

7 . ロッドの積載方法

※2ピースのロッドをホールドする際は、必ず前後にロッドベルトを
　巻いた状態でホールドしてください。

オープンボタン

ホルダー部

②ホルダー部を手で下に閉じると、3つの位置（❶・❷・❸）
でロックします。右記 ロッドホールド時の注意 を確認し、
ロッドのグリップ径に合わせたホルダー部のロック位置で
ホールドしてください。

・ホルダー部を閉じて、ロッドのグリップに上部クッションが当たる状態のロック位置で
ホールドしてください。
・ホルダー部に無理な力が加わるような状態でロックをしないでください。ホルダー部
の破損・故障やロッドのグリップに跡が残ったりします。目安としてグリップ径28mm
以上のロッドは①・②のロック位置でホールドしてください。左記【リアホルダー可動
イメージ】参照

ロッドホールド時の注意 

径が
28mm
以上

径が
28mm
以上

ロッドのグリップ

上部クッション

ホルダー部

ロッドのグリップ

グリップ径が28mm以上のロッド（目安）は
❸の位置でロックしないでください。

ホルダー部を❸の位置でロックした状態

ホルダー部を❷の位置でロックした状態

・上記リアホルダーの使用方法 ロッドホールド時の注意 を確認しホールドしてください。

リアホルダー
可動イメージ

リアホルダー

ホルダー部

押すと開く

1

2

3

オープン時
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ロッド積載完了イメージ

●走行前に必ず、各固定箇所のゆるみ等がないか確認してください。●ロッド以外の物を積載しないでください。●走行中、安全のため絶対に本製品の脱着等はしな
いでください。

●用途以外の目的で使用しないでください。●本製品は金属を使用していますので、炎天下の車内の熱等により、金属部分が熱くなる場合があります。●リアゲー
トを閉める際は、ロッド等が当たらないように注意してください。●急発進・急ブレーキ・急ハンドル時は本製品のズレやロッドの脱落等をおこす場合があります。●急
カーブ・悪路・段差の激しい路上を走行する際には、ロッドを本製品からはずしてください。●本製品にぶら下がったり、無理な力を加えたり、強い衝撃を与えないでく
ださい。●フロントレールに物を掛けたり力を加えたりしないでください。●振動により、本製品やロッドがズレたり、固定がゆるむ場合があります。乗車の度にしっ
かりと本製品の固定・ロッドのホールドがされているか確認してください。●車から離れる際には、ロッドを長時間放置しないでください。本製品やロッドが変形・損傷
するおそれがあります。●本製品を取り付けた状態で長時間放置しないでください。車内の天井等が変形・損傷するおそれがあります。未使用時は車両からロッドホ
ルダーベースを取りはずして保管してください。●本製品には鋭利な部分がありますので、取り扱いには十分注意してください。●使用状況や経年変化等により本
製品に変色・変形・劣化等が発生する場合があります。

注　意 ご使用前に必ずお読みください。

警　告 ご使用前に必ずお読みください。

①リアホルダーのオープンボタンを押し、ホルダー部を開きます。

ロッドの取り出し方法

②ロッドを持ちリアホルダーから降ろしてから、ティップ側を
フロントホルダーからはずしてください。

オープンボタン

ロッド
リアホルダー

リアホルダー

フロントホルダー

ホルダー部

・本製品が汚れた場合は、水を含ませて固く絞った布で拭いてください。

8 . お手入れ方法

・ベンジン・シンナー・アルコール・塩素系の溶剤類を使用してのお手入れはおやめください。
・ロッドホルダーベース装着時のガタつきが強くなった場合は、予備のフロントクッション小■G・リアクッション大■Hに貼り替えてください。

注  意

U-0131 U-HA1F

※写真はイメージです。


